
　全国では、昨年12月末現在、３,645団体、13,141台。

　県内では、今年６月15日現在、25団体、109台が活

動中です。

　青色防犯パトロールは、青色回転灯を点灯させてパ

トロールを行うことから、視認性が高く、パトロール

を行っていることが誰の目からも明らかで、地域の皆

さんに高い安心感を与えることができます。

①過去に運転免許証を取り消しになったことはありま

　せんか。

②過去６カ月以上運転免許証の停止を受けたことはあ

　りませんか。

③無免許運転をして検挙されたことはありませんか。

④過去１年以内に取消処分者講習を受講したことはあ

　りませんか。（原付講習を受けなくてよい人です）

※以上のことに１つでも該当する人は、直ちに申し出

　てください。

①長袖、長ズボンをはいてください。

②げた、ハイヒール、草履などでの受講はできません。

③手袋（軍手等）を持ってきてください。

④乗車用ヘルメットを持っている人は、持参してくだ

　さい。

⑤雨の時は雨がっぱを用意してください。

　まず、警察本部長から証明書等の交付を受ける必要

があります。

　近年、地域の皆さんの防犯活動への意識が高まっていることなどから、一定の基準や条件が満たされ、警察

本部長の証明を受けた団体については、自動車に青色回転灯を装備してパトロールを行うことができるように

なっています。

　このパトロールを青色防犯パトロールと呼んでいますが、青色防犯パトロールを行うことで、より効果的に

防犯活動を行うことができます。

①団体の場合
・市や町
・市町長または警察署長等から防犯活動の委嘱を
　受けた団体
・地域安全活動を目的として設立された団体 
・市町長の認可を受けた地縁による団体
　等のいずれかに該当すること

②自主防犯パトロール活動の実績または計画があ
　ること

③青色防犯パトロールに関する講習を受けている
　こと

証明書等の交付を受けるには、次の条件が必要です
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●所在地：南島原市深江町上大野木場

●交　通

　国道57号線島鉄バス記念碑前バス停より山手へ車で3分

　（現在は砂防工事中のため立ち入ることはできません。）

　権現脇遺跡は、縄文時代末～弥生時代初頭の遺跡で、国土交通省

による水無川（赤松谷川）流域での砂防事業に伴い、平成14年度か

ら発掘調査を行なっており、現在も実施中です。これまでに10数

万点におよぶ土器や石器が出土し、土器を棺に使ったお墓などが発

見されました。

　島原半島ではキリシタン関係の文化財に並び、以前より山ノ寺梶

木遺跡（深江）や原山支石墓群（北有馬）など縄文時代から弥生時代へ

と移り変わるころの遺跡が注目されてきました。というのも、この

時代が農耕文化の発展や大陸文化の伝来を知る上で、重要な時期だからです。権現脇遺跡の発掘調査によ

って膨大な資料が加わったことで、今後の研究と活用に大きな期待が寄せられています。

　大昔、この地に住んでいた人々はどのような生活をし

ていたのでしょうか？どんな道具を使い、何を食べてい

たのでしょうか？権現脇遺跡から出土した土器や石器な

どを写真で紹介しながら、発掘調査によって明らかとな

った 3千年前の様子についてわかりやすく解説します。

権現脇遺跡の発掘調査報告書

が刊行されています。市内の図

書館・図書室にてぜひご覧くだ

さい。（個人への配布や販売は

行っていません。）

　権現脇遺跡などの遺跡から出土した土器・石器約５００点や雲仙普賢岳の

平成噴火や災害に係る写真パネル等を展示しています。

●場　　所　深江町大野木場、砂防みらい館・旧大野木場小学校被災校舎跡前

●交　　通　国道57号線島鉄記念碑前バス停より山手へ車で3分

●開館時間　午前9時～午後5時（入館は午後４時30分まで）

●入 館 料　一　般２００円（20名以上の団体は１５０円）

　　　　　　高校生１５０円（20名以上の団体は１００円）

　　　　　　中学生以下は無料

ごんげんわき

深江埋蔵文化財・噴火災害資料館

もっと詳しく知りたい人は

お問い合わせ　南島原市教育委員会 文化財課
　　　　　　　（℡：050‐3381‐5083）

子ども用のお墓（平成18年度出土）

■権現脇遺跡出土の

　刻目突帯文土器
きざみめとったいもん
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未来につたえよう

権現脇遺跡（深江町）
ごん げん わき

時代と文化の交差点 権現脇遺跡発掘調査報告会

－発掘調査からわかる三千年前の風景－

初期農耕初期農耕

縄文の技術縄文の技術

火山の脅威火山の脅威

大陸文化大陸文化

弥生の革新弥生の革新

自然の恵み自然の恵み


